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東京海上・ニッポン世界債券ファンド 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

東京海上・ニッポン 

世界債券ファンド 

 

運用報告書（全体版） 
 

第141期（決算日 2021年６月21日） 
第142期（決算日 2021年７月20日） 
第143期（決算日 2021年８月20日） 
第144期（決算日 2021年９月21日） 
第145期（決算日 2021年10月20日） 
第146期（決算日 2021年11月22日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上・ニッポン世界債券

ファンド」は、このたび、第146期の決

算を行いましたので、第141期～第146

期の運用状況をまとめてご報告申し上

げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／海外／債券 

(課税上は株式投資信託として取扱われます。） 

信託期間 無期限（2009年７月31日設定） 

運用方針 
安定した収益の確保と信託財産の中長期的な

成長を目標として運用を行います。 

主要投資 

対 象 

東京海上・ニッポン 

世界債券ファンド 

「東京海上・ニッポン世界債券

マザーファンド」を主要投資

対象とします。 

東 京海上 ・ニッ ポン 

世界債券マザーファンド 

日系発行体（日本企業もしく

はその子会社、日本の政府機

関等）が世界で発行する外貨

建ての債券等を主要投資対象

とします。 

投資制限 

東京海上・ニッポン 

世界債券ファンド 

・株式への実質投資割合は、

信託財産の純資産総額の

10％以下とします。 

・外貨建資産への実質投資割

合には、制限を設けません。 

東 京海上 ・ニッ ポン 

世界債券マザーファンド 

・株式への投資割合は、信託

財産の純資産総額の10％以

下とします。 

・外貨建資産への投資割合に

は、制限を設けません。 

分配方針 

収益分配にあたっては、原則として、毎決算時

に利子等収益の範囲内で継続的に安定した分

配を行うことを目指します。また、６月と12月

の決算時においては、原則として利子等収益に

売買益（評価益を含みます。）を付加した額から

分配を行う場合があります。収益分配金額は、

基準価額の水準、市況動向等を勘案して決定し

ます。ただし、分配対象額が少額の場合等には、

収益分配を行わないことがあります。収益の分

配に充当せず、信託財産内に留保した利益につ

いては、運用の基本方針に基づいて運用を行い

ます。 
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東京海上・ニッポン世界債券ファンド 

 
原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

117期(2019年６月20日) 9,533 40 △0.5 99.0 2,842 

118期(2019年７月22日) 9,584 40 1.0 98.4 2,862 

119期(2019年８月20日) 9,363 40 △1.9 98.9 2,783 

120期(2019年９月20日) 9,411 40 0.9 98.8 2,771 

121期(2019年10月21日) 9,506 40 1.4 98.2 2,818 

122期(2019年11月20日) 9,443 40 △0.2 99.3 2,741 

123期(2019年12月20日) 9,511 40 1.1 98.6 2,706 

124期(2020年１月20日) 9,557 40 0.9 99.0 2,714 

125期(2020年２月20日) 9,514 40 △0.0 99.8 2,678 

126期(2020年３月23日) 8,607 40 △9.1 98.7 2,407 

127期(2020年４月20日) 8,900 40 3.9 93.9 2,455 

128期(2020年５月20日) 9,062 40 2.3 93.9 2,491 

129期(2020年６月22日) 9,255 40 2.6 97.2 2,416 

130期(2020年７月20日) 9,472 40 2.8 98.0 2,432 

131期(2020年８月20日) 9,580 40 1.6 98.3 2,425 

132期(2020年９月23日) 9,401 40 △1.5 99.4 2,185 

133期(2020年10月20日) 9,390 40 0.3 99.6 2,149 

134期(2020年11月20日) 9,350 40 0.0 97.8 2,080 

135期(2020年12月21日) 9,515 40 2.2 97.4 2,092 

136期(2021年１月20日) 9,535 40 0.6 98.8 2,049 

137期(2021年２月22日) 9,672 40 1.9 98.5 1,984 

138期(2021年３月22日) 9,703 40 0.7 99.3 1,937 

139期(2021年４月20日) 9,682 40 0.2 98.5 1,929 

140期(2021年５月20日) 9,769 40 1.3 99.6 1,961 

141期(2021年６月21日) 9,699 40 △0.3 100.5 1,894 

142期(2021年７月20日) 9,574 40 △0.9 99.7 1,861 

143期(2021年８月20日) 9,439 40 △1.0 100.6 1,840 

144期(2021年９月21日) 9,418 40 0.2 95.8 1,805 

145期(2021年10月20日) 9,761 40 4.1 97.8 1,773 

146期(2021年11月22日) 9,456 40 △2.7 100.3 1,672 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

 

当ファンドにベンチマークはなく、また当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数もないため、ベンチマーク、参考指数を記載

していません。 
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東京海上・ニッポン世界債券ファンド 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率  騰 落 率 

第141期 

(期  首) 円 ％ ％ 

2021年５月20日 9,769 － 99.6 

５月末 9,832 0.6 99.4 

(期  末)    

2021年６月21日 9,739 △0.3 100.5 

第142期 

(期  首)    

2021年６月21日 9,699 － 100.5 

６月末 9,740 0.4 99.8 

(期  末)    

2021年７月20日 9,614 △0.9 99.7 

第143期 

(期  首)    

2021年７月20日 9,574 － 99.7 

７月末 9,609 0.4 98.7 

(期  末)    

2021年８月20日 9,479 △1.0 100.6 

第144期 

(期  首)    

2021年８月20日 9,439 － 100.6 

８月末 9,527 0.9 98.8 

(期  末)    

2021年９月21日 9,458 0.2 95.8 

第145期 

(期  首)    

2021年９月21日 9,418 － 95.8 

９月末 9,490 0.8 98.9 

(期  末)    

2021年10月20日 9,801 4.1 97.8 

第146期 

(期  首)    

2021年10月20日 9,761 － 97.8 

10月末 9,713 △0.5 98.2 

(期  末)    

2021年11月22日 9,496 △2.7 100.3 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
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東京海上・ニッポン世界債券ファンド 

○運用経過 (2021年５月21日～2021年11月22日) 

■作成期間中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2021年５月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・保有する債券の利息収入 

・米国債利回りの上昇などを背景とした円安米ドル高の進行 

 

マイナス要因 

・FRB（米連邦準備制度理事会）による金融政策の正常化が意識されたことなどを背景とした米国中期債利回りの上昇（債

券価格は下落） 

・新型コロナウイルスの感染再拡大などを受けた円高ユーロ安、円高豪ドル安の進行 
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東京海上・ニッポン世界債券ファンド 

■投資環境 
【外国債券市場】 

米国中期債利回りは上昇しました。作成期前半、新型コロナウイルスの感染拡大などを受けて低下基調で推移しました。

その後は、世界的なインフレの高進が懸念されるなか、FRBによるテーパリング（量的緩和の縮小）の開始などが意識され

て上昇基調となり、作成期初から上昇した水準で当作成期を終えました。 

ドイツ中期債利回りは小幅に低下しました。作成期前半、欧州域内における新型コロナウイルスの感染拡大を受けて低下

しました。その後は、インフレ懸念などを背景にECB（欧州中央銀行）による早期利上げ観測を織り込んで上昇基調となり

ましたが、作成期末にかけてBOE（イングランド銀行）が市場予想に反して利上げを見送ったことや、新型コロナウイルス

の感染者数増加などを受けて低下し、作成期初からは小幅に低下した水準で当作成期を終えました。 

オーストラリア中期債利回りは上昇しました。RBA（オーストラリア準備銀行）がイールドカーブコントロール（長短金

利操作）の撤廃を決定するなど、金融政策の正常化が市場で意識されるなか、作成期末にかけて上昇しました。 

 
【日系外貨建社債市場】 

海外社債市場では、主要国の中央銀行による大規模な金融緩和政策や新型コロナウイルスワクチン接種の進展などによ

る景気回復期待を背景に社債市場への資金流入が継続しましたが、作成期末にかけて金融政策の正常化が意識されるなか

社債スプレッド（国債と社債の利回り格差）は作成期初から小幅に拡大しました。 

当ファンドが実質的に投資対象とする日系外貨建社債についても、同様の動きとなりました。 

 

【為替市場】 

米ドル円為替レートは、FRBによるテーパリング開始などが意

識されて作成期末にかけて米国債利回りが上昇したことにより、

円安米ドル高が進行しました。 

ユーロ円為替レートは、欧州域内における新型コロナウイルス

の感染再拡大などを背景に、円高ユーロ安の水準で当作成期を終

えました。 

豪ドル円為替レートは、豪州国内におけるロックダウン（都市

封鎖）などを受けて円高豪ドル安が進行しました。その後、資源

価格の高騰などを背景に円安豪ドル高に転じる局面もありました

が、作成期初からは円高豪ドル安の水準で当作成期を終えました。 

 
 
 

 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上・ニッポン世界債券ファンド＞ 

「東京海上・ニッポン世界債券マザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持しました。 

当ファンドの基準価額（税引前分配金再投資）は、マザーファンドの値動きを反映し、0.7％下落しました。 

 
＜東京海上・ニッポン世界債券マザーファンド＞ 

【日系外貨建社債の組み入れについて】 

作成期間を通じて、日系外貨建社債の組入比率は、おおむね90％超を維持しました。 

組入セクターは、政府系金融機関、民間金融機関のほか、自動車や商社などの業種分散に留意しました。 

 
【通貨配分について】 

運用方針に基づき、北米通貨圏、欧州通貨圏、オセアニア通貨圏にそれぞれおおむね1/3ずつ投資しました（債券の保有

比率は、作成期間を通じて北米通貨圏が90％程度となっておりますが、通貨の配分がおおむね1/3ずつとなるように為替予

約取引を利用して調整しました）。   
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東京海上・ニッポン世界債券ファンド 

【デュレーションについて】 

運用方針に基づき、ポートフォリオのデュレーションが一定の範囲内となるようオペレーションを行いました。 

 

【運用結果】 

米国中期債利回りの上昇などがマイナス要因となり、基準価額は0.1％下落しました。 

 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けていません。 

また、当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる参考指数もないため、記載する事項はありません。 

 

■分配金 
当ファンドの収益分配方針に基づき、基準価額の水準や市況動向などを勘案して、次表の通りとしました。なお、収益分

配に充てなかった収益については信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第141期 第142期 第143期 第144期 第145期 第146期 

2021年５月21日～ 
2021年６月21日 

2021年６月22日～ 
2021年７月20日 

2021年７月21日～ 
2021年８月20日 

2021年８月21日～ 
2021年９月21日 

2021年９月22日～ 
2021年10月20日 

2021年10月21日～ 
2021年11月22日 

当期分配金 40  40  40  40  40  40  

(対基準価額比率) 0.411％ 0.416％ 0.422％ 0.423％ 0.408％ 0.421％ 

 当期の収益 10  10  10  15  15  15  

 当期の収益以外 30  30  30  25  25  25  

翌期繰越分配対象額 2,158  2,132  2,106  2,081  2,063  2,038  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針  

＜東京海上・ニッポン世界債券ファンド＞ 

「東京海上・ニッポン世界債券マザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持します。 

 

＜東京海上・ニッポン世界債券マザーファンド＞ 

【日系外貨建社債の組み入れについて】 

現在の比率を維持し、景気情勢や市場動向を見極めつつ、組入銘柄を柔軟に変更する方針です。 

 

【通貨配分について】 

運用方針に基づき、北米通貨圏、欧州通貨圏、オセアニア通貨圏にそれぞれ1/3ずつ投資する方針です。 

 

【デュレーションについて】 

運用方針に基づき、ポートフォリオのデュレーションが一定の範囲内となるようオペレーションを行う方針です。 
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東京海上・ニッポン世界債券ファンド 

○１万口当たりの費用明細 (2021年５月21日～2021年11月22日) 

項 目 
第141期～第146期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 61  0.628  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (30)  (0.308)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (30)  (0.308)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.011)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.011   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 0)  (0.005)  ＊保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金 
 の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.006)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  ＊その他は、信託事務等に要する諸費用 

 合 計 62   0.639    

作成期間の平均基準価額は、9,651円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注） その他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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東京海上・ニッポン世界債券ファンド 

○売買及び取引の状況 (2021年５月21日～2021年11月22日) 

 

銘 柄 
第141期～第146期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
東京海上・ニッポン世界債券マザーファンド 30,872 55,873 188,760 345,246 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2021年５月21日～2021年11月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2021年11月22日現在) 

 

銘 柄 
第140期末 第146期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

東京海上・ニッポン世界債券マザーファンド 1,080,647 922,760 1,672,963 
  
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2021年11月22日現在) 

項 目 
第146期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

東京海上・ニッポン世界債券マザーファンド 1,672,963 99.5 

コール・ローン等、その他 9,018 0.5 

投資信託財産総額 1,681,981 100.0 
 

（注） 東京海上・ニッポン世界債券マザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（63,140,483千円）の投資信託財産総額

（64,094,920千円）に対する比率は98.5％です。 

（注） 外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値で邦貨換算したものです。なお、当作成期末における邦貨換算

レートは１米ドル＝114.10円、１ユーロ＝128.67円、１豪ドル＝82.49円です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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東京海上・ニッポン世界債券ファンド 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第141期末 第142期末 第143期末 第144期末 第145期末 第146期末 

2021年６月21日現在 2021年７月20日現在 2021年８月20日現在 2021年９月21日現在 2021年10月20日現在 2021年11月22日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 1,904,959,141   1,872,524,061   1,851,538,959   1,815,396,848   1,786,124,116   1,681,981,668   

 東京海上・ニッポン世界債券マザーファンド(評価額) 1,894,504,487   1,861,880,504   1,840,022,061   1,805,715,260   1,773,530,410   1,672,963,985   

 未収入金 10,454,654   10,643,557   11,516,898   9,681,588   12,593,706   9,017,683   

(B) 負債 10,454,654   10,643,557   11,516,898   9,681,588   12,593,706   9,017,683   

 未払収益分配金 7,813,073   7,778,797   7,797,570   7,669,247   7,267,971   7,076,501   

 未払解約金 519,998   989,874   1,739,334   －   3,523,264   －   

 未払信託報酬 2,102,822   1,858,311   1,962,487   1,994,546   1,786,534   1,924,017   

 その他未払費用 18,761   16,575   17,507   17,795   15,937   17,165   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,894,504,487   1,861,880,504   1,840,022,061   1,805,715,260   1,773,530,410   1,672,963,985   

 元本 1,953,268,436   1,944,699,411   1,949,392,601   1,917,311,910   1,816,992,868   1,769,125,348   

 次期繰越損益金 △   58,763,949   △   82,818,907   △  109,370,540   △  111,596,650   △   43,462,458   △   96,161,363   

(D) 受益権総口数 1,953,268,436口 1,944,699,411口 1,949,392,601口 1,917,311,910口 1,816,992,868口 1,769,125,348口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,699円 9,574円 9,439円 9,418円 9,761円 9,456円 
 

（注） 当ファンドの第141期首元本額は2,007,840,047円、第141～146期中追加設定元本額は58,060,251円、第141～146期中一部解約元本額は

296,774,950円です。 

（注） 上記表中の次期繰越損益金が△表示の場合は、当該金額が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額（元本の欠

損）となります。 

（注） 上記表中の１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資産の額とな

ります。 
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東京海上・ニッポン世界債券ファンド 

○損益の状況 

項 目 
第141期 第142期 第143期 第144期 第145期 第146期 

2021年５月21日～ 
2021年６月21日 

2021年６月22日～ 
2021年７月20日 

2021年７月21日～ 
2021年８月20日 

2021年８月21日～ 
2021年９月21日 

2021年９月22日～ 
2021年10月20日 

2021年10月21日～ 
2021年11月22日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 有価証券売買損益 △  3,635,406   △ 14,693,576   △ 16,685,789   5,589,402   71,331,430   △ 44,817,318   

 売買益 464,639   68,995   59,090   6,379,911   74,684,312   454,761   

 売買損 △  4,100,045   △ 14,762,571   △ 16,744,879   △    790,509   △  3,352,882   △ 45,272,079   

(B) 信託報酬等 △  2,121,583   △  1,874,886   △  1,979,994   △  2,012,341   △  1,802,471   △  1,941,182   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △  5,756,989   △ 16,568,462   △ 18,665,783   3,577,061   69,528,959   △ 46,758,500   

(D) 前期繰越損益金 △ 38,236,941   △ 45,516,056   △ 63,521,778   △ 82,239,648   △ 77,007,036   △  9,913,775   

(E) 追加信託差損益金 △  6,956,946   △ 12,955,592   △ 19,385,409   △ 25,264,816   △ 28,716,410   △ 32,412,587   

 (配当等相当額) (  422,791,927)  (  415,132,311)  (  410,355,045)  (  397,906,069)  (  372,577,547)  (  358,359,189)  

 (売買損益相当額) (△429,748,873)  (△428,087,903)  (△429,740,454)  (△423,170,885)  (△401,293,957)  (△390,771,776)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) △ 50,950,876   △ 75,040,110   △101,572,970   △103,927,403   △ 36,194,487   △ 89,084,862   

(G) 収益分配金 △  7,813,073   △  7,778,797   △  7,797,570   △  7,669,247   △  7,267,971   △  7,076,501   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) △ 58,763,949   △ 82,818,907   △109,370,540   △111,596,650   △ 43,462,458   △ 96,161,363   

 追加信託差損益金 △ 12,816,751   △ 18,789,690   △ 25,233,587   △ 30,058,096   △ 33,258,892   △ 36,835,400   

 (配当等相当額) (  416,937,911)  (  409,311,079)  (  404,525,602)  (  393,127,525)  (  368,040,954)  (  353,939,761)  

 (売買損益相当額) (△429,754,662)  (△428,100,769)  (△429,759,189)  (△423,185,621)  (△401,299,846)  (△390,775,161)  

 分配準備積立金 4,710,538   5,441,787   6,165,043   6,049,037   6,884,448   6,710,509   

 繰越損益金 △ 50,657,736   △ 69,471,004   △ 90,301,996   △ 87,587,591   △ 17,088,014   △ 66,036,472   
 

（注）(A)有価証券売買損益は、各期末の評価換えによるものを含みます。 
（注）(B)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 
（注）(E)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分です。 
（注）分配金の計算過程は以下の通りです。 

項 目 
第141期 第142期 第143期 第144期 第145期 第146期 

2021年５月21日～ 
2021年６月21日 

2021年６月22日～ 
2021年７月20日 

2021年７月21日～ 
2021年８月20日 

2021年８月21日～ 
2021年９月21日 

2021年９月22日～ 
2021年10月20日 

2021年10月21日～ 
2021年11月22日 

a. 配当等収益(費用控除後) 3,059,929円 2,720,149円 2,715,779円 2,898,983円 3,897,075円 2,675,272円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 0円 0円 0円 0円 0円 0円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 422,797,716円 415,145,177円 410,373,780円 397,920,805円 372,583,436円 358,362,574円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 3,603,877円 4,666,337円 5,398,656円 6,026,021円 5,712,862円 6,688,925円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 429,461,522円 422,531,663円 418,488,215円 406,845,809円 382,193,373円 367,726,771円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,198円 2,172円 2,146円 2,121円 2,103円 2,078円 

g. 分配金 7,813,073円 7,778,797円 7,797,570円 7,669,247円 7,267,971円 7,076,501円 

h. 分配金(１万口当たり) 40円 40円 40円 40円 40円 40円 

 

○分配金のお知らせ  

 第141期 第142期 第143期 第144期 第145期 第146期 

１万口当たり分配金（税込み） 40円 40円 40円 40円 40円 40円 
 

（注） 分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、分配金は全額普通分配金となります。 
（注） 分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、

下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 
（注） 分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合は、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 
（注） 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
  



－ 11 －

添付ファンド_TMA_892061.indd   11添付ファンド_TMA_892061.indd   11 2022/01/17   10:51:282022/01/17   10:51:28



－ 12 －

添付ファンド_TMA_892061.indd   12添付ファンド_TMA_892061.indd   12 2022/01/17   10:51:292022/01/17   10:51:29



－ 13 －

添付ファンド_TMA_892061.indd   13添付ファンド_TMA_892061.indd   13 2022/01/17   10:51:292022/01/17   10:51:29



－ 14 －

添付ファンド_TMA_892061.indd   14添付ファンド_TMA_892061.indd   14 2022/01/17   10:51:292022/01/17   10:51:29



－ 15 －

添付ファンド_TMA_892061.indd   15添付ファンド_TMA_892061.indd   15 2022/01/17   10:51:302022/01/17   10:51:30



－ 16 －

添付ファンド_TMA_892061.indd   16添付ファンド_TMA_892061.indd   16 2022/01/17   10:51:302022/01/17   10:51:30



－ 17 －

添付ファンド_TMA_892061.indd   17添付ファンド_TMA_892061.indd   17 2022/01/17   10:51:302022/01/17   10:51:30


